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はじめに 
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　毛呂山町立毛呂山小学校は、いじめ防止対策推進法

第 13条に基づき、児童が安心して学校生活を送れる

学校づくりのため、いじめ防止等の対策を教職員が

組織一丸となって効果的に推進するために策定する

ものである。

いじめ防止対策推進法 

第１３条　学校は、いじめ防止基本方針又はいじめ防止基本

方針を参酌し、その学校の実情に応じ、当該学校に

おけるいじめの防止等のための対策に関する基本的

な方針を定めるものとする。
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第１　いじめの未然防止のための取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
いじめは、どの児童にも起こりうるという認識のもと、すべての児

童を対象に、いじめに向かわせないための未然防止に取り組む。 
未然防止の基本としては、児童が、心の通じ合うコミュニケーショ

ン能力を育み、規律正しい態度で授業や学校行事に主体的に参加活躍

できるような授業づくりや集団づくりが大切である。研究授業を通し

て教職員一人一人が分かりやすい授業の展開を心掛けるとともに、児

童の基礎・基本の定着充実を図っていく。 
また、児童が活躍できる授業への改善を図り、達成感を味わわせる

ことにより自尊感情を育む。更に、学級経営の充実を図ることにより、

児童一人一人の居場所づくりに努めていく。全教育活動を通して、命

の大切さを指導するとともに、人間関係作りの大切さや友だちへの思

いやりの心の大切さ等の指導していく。 
全教育活動を通して以下の取り組みを計画的に実施し、評価改善を

行っていく。 
 
（１）いじめの防止 
　　　　　教師の言動・姿勢 
　　　　　学級づくり 
　　　　　学習指導 
　　　　　保護者同士のネットワークづくり 
　　　　　インターネットを通じて行われるいじめの防止 
（２）早期発見 
　　　　　学校生活アンケートの実施 
　　　　　いじめ対策委員会（生徒指導委員会）の定期的な開催 
　　　　　ケース会議の開催 
（３）いじめに対する措置 
　　　　　いじめられている児童への指導 
　　　　　いじめた児童への指導 
　　　　　周りの児童への指導 
　　　　　学級全体への指導
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第２　いじめの早期発見への取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校は、全職員が、児童のささいな変化に気付き、児童の現状を全

職員で情報共有し、情報に基づき速やかに対応するため、全職員が以

下の取組を実践する。 
（１）生徒指導委員会の定期的な開催（月１回の開催） 
　　　毎週木曜日の生徒指導報告会 
　　　　　全職員への報告、共有 
（２）学校生活アンケートの実施（年３回、生徒指導部担当） 
　　　　　事後指導を行う 
（３）全体研修会の実施 
　　　　　生徒指導 
　　　　　特別支援教育 
　　　　　教育相談 
（４）教育相談日の設定 
（５）ＰＴＡとの連携 
（６）地域との連携 
　　　　　地域連絡協議会の開催 
　　　　　　　民生委員 
　　　　　　　児童委員 
　　　　　　　役場関係課 
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第３　いじめの早期解決への取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、全職員が、児童のささいな変化に気付き、児童の現状を全職員 
で情報を共有し、情報に基づき速やかに対応するため、全職員が以下の 
取組を実践する。 
 
（１）いじめ問題を発見した時は、家庭との連携を図り、学校の取組 

についての情報を速やかに家庭に伝え、今後の指導や防止に活かす。

（２）生徒指導委員会が中心となり、児童の豊かな情操と道徳心を培い、 
心の通う対人関係を養うため、全ての教育活動を通じた道徳教育 
及び体験活動の充実を図る。 

（３）生徒指導部は、いじめ未然防止研修会の開催を年間計画に位置づけ、 
全職員の資質向上に努める。 

（４）全職員で問題を抱えている児童について、現状及び今後の指導方法 
について、情報交換し、共通指導ができるように情報共有を図る。 

（５）スクールカウンセラーの活用やいじめ相談窓口の設置により児童・ 
保護者がいじめに係わる相談ができるような相談体制を確立する。 

（６）本校では、本校職員が、いじめに係る相談等において他校の児童が 
関わるいじめの事実があると思われるときは、当該校への通報 
その他の適切な措置をとる。 

（７）本校では、23条２に基づき、いじめに対する措置の結果を 
県教育委員会へ速やかに報告する。 
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第４　いじめの問題に向けての校内組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ防止対策推進法第 13条に基づき、学校が、いじめの防止等のた
めに設置する組織を中核に校長のリーダーシップの下、全職員の協力体制

を確立し、学校設置者とも適切に連携し、いじめ根絶に向けた組織として

いじめ問題対策会議（生徒指導委員会）を組織する。 
 
【構成員】 
この会議の構成員には、校長、教頭、教務主任、生徒指導主任、学

年主任、養護教諭、等の中から学校の実情により充て、個々の事案に

より、学級担任や関係教諭が参加可能とするなど柔軟な組織とする。

また、必要に応じて、学校カウンセラーの参加を町教育委員会に要請

する。 
 

【活動内容】 
・家庭や地域、関係機関との密接な連携を図る。 
・いじめ防止に関すること。 
・児童に関する情報の共有 
 
【開催】 
　・月１回開催するが、いじめ事案が発生した時は、緊急で開催する。 
　・定例の生徒指導委員会と連携を図っていく。 
　

情報

いじめに対する初期対応 
 
　　　　　　　　　　　　　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 担任

指示

情報

・・担任

学年主任担任

報告

生徒指導主任

管理職

教職員 保護者 地域
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第５　いじめの防止対策推進法第 28 条における「重大事態」の対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
「重大事態」を全職員が理解し、「第４　いじめ問題に向けての校内組織」

における組織において調査を実施する。調査結果については、28条 2項に基づ
き保護者に対して適切に提供する。 
　調査結果に基づき本校では、以下のとおり全職員で再発防止に努める。 
・　生徒指導部では、いじめが二度と起こらないため生徒指導体制の点検を

行うとともに、年間計画の見直しを即座実施する。 
・　教務部では、いじめの被害生徒を守るため、補講計画を立案し、学習面

のサポートを実施する。 
　 
 

【重大事態の意味】 
「いじめにより」とは、各号に規定する児童生徒の状況に至る要因が当該児童生徒に対

して行われるいじめにあることを意味する。 
また、第１号の「生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑い」については、いじめ

を受ける児童生徒の状況に着目して判断する。重大事態とは、例えば、 
・　児童生徒が自殺を企図した場合 
・　身体に重大な傷害を負った場合 
・　金品等に重大な被害を被った場合 
・　精神性の疾患を発症した場合 

などのケースが想定される。 
第２号の「相当の期間欠席を余儀なくされた疑い」については、不登校の定義を踏ま

え、年間３０日を目安とする。ただし、児童生徒が一定期間、連続して欠席しているよ

うな場合には、上記目安に関わらず、学校の設置者又は学校の判断により、迅速に調査

に着手する。 
また、いじめられて重大事態に至ったという申立てが児童生徒や保護者からあったとき

は、その時点で学校が「いじめの結果ではない。」あるいは「重大事態とは言えない。」

と考えたとしても、重大事態が発生したものとして報告・調査等に当たる。 
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第６　インターネットを通じて行われるいじめ対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、「一人の人間としてよりよく生きる力をはぐくむ」の方針に

基づき、児童のインターネット上のいじめを防止するために情報モラルの

徹底を図る。 
（１）学級活動等を活用して、ネット問題について年１回児童向けの授業

を実施する。 
（２）児童の意識啓発ともに保護者の意識啓発に力を入れるため、保護者

対象ネット意識啓発講演会を実施する。 
（３）状況に応じて、各学級で適切に指導を行う。
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第７　年間行事予定 

 

※感染症対策の関係で、変更になる場合もあり 

 

 

 

 

 

 

 

 4 月 ・各学年、教科、領域における新年度いじめ防止基本方針における取組策定 

・「2年度学校基本方針」策定・確認（企画委員会） 

・毛呂っ子タイム（縦割り活動）年間を通して月１回程度実施 

・いじめ対策委員会（生徒指導委員会）の開催（月１回、生徒指導部）

 5 月 ・学校評議員会において基本方針の協議 

・運動会を通しての指導

 6 月 ・授業改善に関わる研究授業 

・学校生活アンケート調査（生徒指導部） 

・事後指導の実施

 7 月 ・特別支援教育研修会 

 8 月 ・いじめ未然防止研修会 

・個人面談を通しての児童理解

 9 月 ・児童理解研修会の実施（生徒指導委員会全体会） 

 10 月 ・授業改善に関わる研究授業 

 11 月 ・校内音楽会を通しての指導 

・学校生活アンケート調査（生徒指導部）

 12 月 ・学校評価児童対象アンケートの実施 

・学校評価保護者対象アンケートの実施 

・事後指導の実施

 1 月 ・児童理解研修会の実施（生徒指導委員会全体会） 

 2 月 ・学校評議員会において基本方針の協議 

・学校生活アンケート調査（生徒指導部）

 3 月 ・「学校いじめ防止基本方針」評価・改善検討 

・今年度の問題の検討及び新年度の取組の検討（企画委員会）
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　　　　各学年、教科、領域を通しての指導内容 

 

 １学年 ２学年 ３学年

 4 月 どうぞよろしく（国） 

なんていおうかな（国） 

がっこう だいすき（生） 

あかるい あいさつ（道）

春だ今日から２年生（生） 

２年生の出発（学） 

わたしの学校（道）

貝がら（道）

 5 月 ききたいな、ともだちのはなし（国） 

げんきにそだて わたしのはな（生） 

はやとのゴール（道）

きれいな羽（道） 

およげないりすさん（道）

アメリカから来たサラさん（道）

 6 月 わけをはなそう（国） 

みんなあかちゃんだったよ（道）

ともだちをさがそう（国） 

黄色いベンチ（道）

あと、ひと言（道） 

しんぱんは自分たちで(道)

 7 月 おおきなかぶ（国） 

すきなもの、なあに（国）

うれしいことば（国） ひきがえるとろば（道）

 8 月

 9 月 ききたいな、ともだちのはなし（国） 

生きもの大すき（生）

森のみんなと（道） なかよしポスト（道） 

心にひびくかねの音（国）

 10 月 しらせたいな、見せたいな（国） 

あきとなかよし（生） 

はちさんのバッジ（道）

お手紙（国） 

みんなでつかうまちのしせつ（生） 

竹馬と一りん車（道） 

さいごのすず（道）

みんなの学級会(道)

 11 月 ともだちのこと、しらせよう（国） 

ひろがれえがお（生） 

くりのみ（道） 

ぽっかぽか（道）

もっとなかよしまちたんけん（生） 

たからものなあに（道） 

つくえふき（道）

絵葉書と切手（道） 

ぽかぽか言葉（道） 

友達のいいところ(学)

 12 月 てがみでしらせよう（国） 

はしのうえのおおかみ（道） 

いわれてうれしいことば・ 

いやなことば（学）

ぐみの木と小鳥（道） 

みんななかよし(学) 

言葉遣いを考えよう(学)

パラリンピックに 

ねがいをこめて（道） 

言葉遣いについて考えよう(学)

 1 月 ききたいな、ともだちのはなし（国） 

ふゆとなかよし（生）

あしたへジャンプ（生） 

だっこしながら（道） 

きつねとぶどう(道)

言い出せなくて（道）

 2 月 これは、なんでしょう（国） 

もうすぐ２年生（生） 

ないちゃった（道） 

６年生にかんしゃしよう（学）

公園のおにごっこ(生) 

楽しかったよ２年生(国)

明るくなった友だち（道）

 3 月 ずうっとずっとだいすきだよ（国） 

ハムスターの赤ちゃん（道） 

二わの小鳥（道）

美宇はみう。（道） 

すきなところをつたえよう(国)

メニューにない料理（道） 

幸福の王子（道）
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 ４学年 ５学年 ６学年

 4 月 レスリングの女王（道） なまえつけてよ（国） 帰り道（国） 

聞いて、考えを深めよう(国) 

ひとみと厚（道）

 5 月 花を咲かせた水がめの話

（道）

きいてきいて、きいてみよう（国） 温かい行為が生まれる時（道）

 6 月 おばあちゃん、がんばれ（道） 

泣いた赤おに（道）

落とし物（道） 

男女の協力（学）

心にふく風（道） 

折り鶴にこめられた願い(道)

 7 月 友だちが泣いている（道） 電池が切れるまで（道） どれい解放の父　リンカン（道）

 8 月

 9 月 休み時間のできごと（道） 

温かい言葉（道）

自分の考えを明らかにして

話し合おう（国） 

どろだらけのユニホーム（道）

移動教室の夜（道） 

ロレンゾの友達（道）

 10 月 道子の赤い自転車（国） 

へこたれないきせきの 

りんご（道）

よりよい学校生活のために（国） のりづけされた詩（道） 

おばあちゃんの指定席（道） 

みんなで楽しく過ごすために(国)

 11 月 クラスたいこう全員リレー（道） 

なみだとえがおの 

「なでしこジャパン」（道）

UD ってなんだろう（道） 

おじいさんのあたたかな目（道） 

命を見つめて（道） 

会話のゆくえ（道） 

男女の協力(学)

 12 月 神戸のふっこうはぼくらの

手で（道） 

言われてうれしい言葉(学)

銀のしょく台（道） 

言葉の贈りもの（学）

ブランコ乗りとピエロ（道） 

言葉遣いを考えよう(学)

 1 月 かべに付けた手のあと（道） 

えがおのクリ二クラウン（道）

くずれ落ちただんボール箱（道） 最後のおくり物（道） 

感謝の気持ちを伝えよう（総）

 2 月 心と心のあく手（道） 

カマキリ（道） 

男女の協力(学)

すれちがい（道） 

伝わる表現を選ぼう（国）

鬼の銀蔵（道） 

前を向いて（道）

 3 月 祈りの手（道） 

へらぶなつり（道）

６年生からバトンタッチ（道） 差し出し続けた大きな手（道）
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第８　危機対応のための校内体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

　 

・活動終了までの記録の整理 

・臨時職員会議：教職員間での全体経過についての確認 

・教育委員会への報告

対応の経過の確認と評価（場合によっては、対応方針と対応策の見直し）

・臨時職員会議：教職員間での情報と理解の共有 

・教育委員会への連絡（必要があれば支援を要請）

「校内連携型危機対応チーム」の招集 

〈メンバー：校長を含む管理職、生徒指導主任、教育相談主任、学年主任、養護教諭、スクールカ

ウンセラー　　など〉 

①緊急ケース会議の実施：上記メンバー＋問題の発見者＋学級担任 

（当該児童の状況把握、自殺の危険性についての協議、影響を受ける可能性のある子供のリストア

ップ　　など） 

②保護者との連携（情報共有と相談） 

③外部への対応の一本化 

④具体的対応策の決定 

（関係教職員の役割確認、「誰が、何を、いつ」するのかを決める、捜索が必要な場合の警察との

連携、必要に応じ学校医や医療機関との連携　など）

・当該児童の担任、学年主任、生徒指導主任、教育相談主任、養護教諭への連絡 

・保護者への連絡 

・校長への報告　　・校長から教育委員会への第一報（状況報告）

・誰かが自殺の危険に気付く（例：行方不明、深刻な自傷行為、保護者から自殺の危険の連絡など） 

・自殺未遂が起きる

・多方面から情報を集める。 

・事実と推測、判断を区別する。 

・状況をまとめ、以後の対応経過を記録する。 

・「このまま手を打たなければ、どんな問題が起

こりうるか」と考える。 

・不測の事態を想定した対応方針を用意する。 

・状況をまとめ、以後の対応経過を記録する。


